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2011年 7月 18日付け「INTERBANKネット」により 

 

湖北省政府、福島県に 10万元を寄贈 「被災地再建に」 

 
 湖北省政府は 18日、日本の被災地に対する復興支援として、義援金 10万元（約 125万
円）を福島県に寄贈した。 
湖北省と福島県は 1994 年に人材技術交流協議を締結して以来、人材交流や農林水産業、
科学技術、教育、文化、経済貿易などさまざまなレベル、分野での友好交流活動を官民双

方で展開している。2008 年の四川省大地震の際、福島県は集めた義援金 70 万円を、湖北
省を通じて四川省被災地に寄贈している。 
 
 
 

2011年 7月 22日付け「荊楚ネット」により 

武漢ハッピーバレー計画を発表 
  
昨日、市民が注目している武漢華僑シティ生態文化楽園プロジェクトの計画が発表され、

20万平米の生態園には、大型遊園地、水上公園、４D映画館、ジェットコースターなどの
遊具 70ヶ所以上が設置される予定である。 
 
 ハッピーバレーは武昌中北路延長線の南側、第 2 環状線の西側に位置し、建築総面積は
20.7万平米で、周辺にバスのターミナル駅および地下駐車場が整備されている。 
 公園に入ると扇子状の文化広場があり、隣には国際芸術センター、児童区総合館、バブ

ル館、ゴーカート広場、ハッピー子ども公園、ビーチ水上公園などのレジャー施設が整備

されている。 
 されに中に入ると、ハッピーバレー公園がある。公園は水をメインテーマにした景色が

広がり、水上パフォーマンスステージ、二層構造のメリーゴーランド、展望台、４D 映画
館、飛行映画館などがあり、ほかにも歩行者天国、特色あるレストラン、ジェットコース

ター、鳥の森、露天劇場などを含め、全部で 70ヶ所以上の娯楽施設が設置される。 
 武漢市国有土地企画局により、昨日から８月 1 日までハッピーバレーのプロジェクトプ
ランはパブリックコメントを受け付ける。公示期間内、関連機関および個人は同項目に疑

問及びアドバイスがあれば市国有土地企画局に意見を提出することができる。 


